低次元系光機能材料研究会第8回サマーセミナー2018
―複雑系材料の精密評価技術―
（物材機構1・MANA大2）○EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぶつざい),物材)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たろう),太郎)1・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぶつざい),物材)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はなこ),花子)1・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぶつざい),物材)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じろう),次郎)2
1.緒 言

A4用紙（マージン：上下20 mm左右25 mm）に1ページで作成して下さい．題名には文字サイズ14ポイント程度，MS明朝体/MSP明朝体（英数字はCentury）の強調文字（Bold）を用い，副題がある場合は全角ダッシュ記号（―）で囲んで下さい．左上部20×35 mm（本会記入欄）は空白にして下さい．
所属略称以降は，文字サイズ10ポイント程度， MS明朝体/MSP明朝体（英数字はTimes New Roman）でお書き下さい．

2.実 験

見出しは， MSゴシック体/MSPゴシック体の強調文字（Bold）を用いて下さい．見出し番号の後にはピリオドを付けて下さい．

3.結果と考察

図表のキャプションは，日本語，英語どちらでも構いません．図表内およびキャプションの文字が小さすぎて見えにくいなどにならないよう，明瞭な図を挿入して下さい．










